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一) 27 つ( t y = _
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ーー

20は = t
y = j

,
x = 市

( っし は ) =㷀/

めんどうな 計算 は 出題 さ れ ない 傾向
。

大問 2 以降 が 一気に 重くなる ので 時間

が なくなっ た5 石隺実 に 見直し2おく 。
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(I) b ( 2 ) y

6、 • Q ( b , C ) G -

5 - 5 - ( 0
.
9 ) • Q ( b , C )

4 ~ 4 ~

p
3 -

1 0 .
1 )

z _

・ R ( もと )
3 ・

・ R
2 -

Pi -
1 1 1 1 1 1 Ch 1 1 1 1 1 1 2(

0 1 2 3 4 5 6 0 1 2 3 4 5 6

PQ上 に R が ある ので
(i) a = 2 の とき PRの傾き は j

PR /1 PQ で 傾き は 等しい 。
( b , c ) = ( 3 . 3 ) ( 6 .

4 )

Eine
=
III (ii) A = 3 の とき は 、 一方

も -0 b - 0
( b, C ) = ( 3 ,

2 ) ( 6 . 1 )

1 -_-
にて

b (iii) A = 4 の ときは 、

- 1

C- b = 1
( b , C ) = ( 1 , 3 ) 、

( 2 .
2 )

、 ( 3 .
1 )

の 組み合わせ の 数が 答え 。

5
(iv) A= 5 の ときは 、 一方

C = 2 ~ 6 の 5皿/ ( b , C ) はなし 。

(V) A = G のときは
、
- 7

( D . C ) は なし 。

い) の 5通り と 上 の 7 通り で

12 通り
et

3点 が 一直線 上 に ある 確率 は 図形 ・ 関数

の 考え方 は 関数 で の 衣重合問題 として 出題

よく 使わ れる 。 され やすい 。
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(t.ttり
(1) B の 水座標 を 七 と する と 、

C B から C0 へ の 垂線

1 2 91
-

⑨
を引き 、

交点 を D と する 。

t.tt?=g:g5O@fjiD△ OBC s △ 0 DB より

OB が ③ なので
= 4 : 3

DB = 号〇 、
OD = IO t

2

- 3 t = 0

t = 0 .
3

B ( t.tt? ) の 比 が f : f と わかる 。
. 1.3-a4

1 2 ) ( 1 ) より B ( 3 , f ) C ( 0 , E ) A ( -5 、 本 )
25

C の y座標 は.fi 3 = 5 : C より C =

F )| A の も座標 は
、 染 もが よりつに5

☐

四角形 OBCA = △ 0Act △ OBC
E

= A C × OC × I + BD xocy
A 「

国
いく

= 5 × Ext + 3 ×来生
w

_ to ・

これで △ OAC こ △OBC = 5 : 3 と わかる ので

二等分 する には
、

△ AEO : 四角形 OB CE = チン4 になればよい 。

求める 直線 は 、 AC を 4 : 1 に 内分 する点 E ( - 1
、 E ) を

25

通る ので O E ( l ) の傾き は
、 一平
na
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T -F

60
°

(1) Q から AB へ の垂線 と の 交点 を H と する と
、

1 : 2 : B より AH = 1
,
QH = FS . . . ①Q

、

F2 、

PD △ QH B で 三平方 の定王里より

A し げ 。 ②
' B

HB = ftp.fc2) 2 =F . . . ②
60

( これ で △QH B は 45945990
'
の 直角 三角形 )

R
(2) ③ Q 入 △ PQ A は AP = AQ の 二等辺三角形 で

30
°

i、
トぱ

⑤ < QAB = 60
°

より く PQ A = 3 0
°
と わかる ・ ・ ・ ③

喝 -30
°

( 1 ) より く AQ B = < AQH t <HQBP
A B

= 30°+45°-75
°

. い ④

i. < BQR = 〈 BRQ = 7 5
0

,
< QBR = 3 0

°
. . . ⑤

じ △Q RB は BQ = BR の 二等辺三角形 )

7※、
☒ 求める斜線部

の面積
=

⑥
- Por

r⇒
30
°

「6 名。。

R

☒ ⑦ は E 6 0% t

て 、や。 。
なので 高 さ RI = y

Ql I / B i 面積 は F × F × I = もr

⑥ は 大 × (F)な 石弘 = f
i. も

、、
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(1) B

iた
2課2B ;

P 1
1

2

•

、 淐 た
図 より △ OPA は 1 : 2 :F の 直角三角形 となる 。

i. < TPA = 60
°
なので Tから PA へ の垂糸泉

の 交点 を Q と する と △TPQ も 同様 の どの問題 も 与え

直角 三角形 となり 、 PQ = 2F × I = B
。

られ た 図 を小問
ごと に かき換える

B こと で ひらめき
④

、
-_-TT 2F - Fs =B ( PA - PQ に等しい ) やすくなる b

o

i. △OBT = 2×B× I = B ( cm
2
)

-

(2)
B (ii) B

求める時間 を
T

\
t秒後とある 。 -_-場 で
(i) 2t

2 興0
•

2

T
〉-_-E・ U

PL
zt

「

A
zt DA

△ 0 BT = 1 cm
2

なので

TU = 1 cm と なる の は ( i ) と (ii) の 形 の とき 。 -0 糸売き



(2) の 続き

(i) B (ii) B

※ が
2t |

2 興0
2
・ 0

1 2
1 静遼

「

T t r"
いた 1 合 1 A

2t 中/ A
△ TV0 は TU = 1

、
T0 = 2

(i) 同様 △ 0TU が 30960? 90
°
の

の 直角 三角形 なので 直角 三角形 となり

< TO U = 30
°

となり
< UT P = 30

° V

△ TPO 三 △ APO より T ( ' 300
\

OU = B より
2七
_

,

2沼
< TOP = < A OP = 75

°

で
VP = UA = 2 -B p

< TPA = 30
°

T
②
2t
-

つまり △TPS は 2t : 2 - Fs = 2 : 1
f) 30

°

r
①

となる 。 p し
z t.gs 2 t = 4 - 2B

⑧ た 2河 (𦥯
i. 2t - 1 : 2七 = B i 2

4t - 2 = 2Ft
以上より

( 2 -B ) t = 1

t =
2 +「3
一、 2 土 '

/𤇾( 2-F ) ( 2 +B)

t = 2+53 (𦥯

☒ 相似 や 合同 ・ た 2河 や 1 : た F

などの 図形 の 発見 を 意識 する と 、

組み立て が 見えて くる !

④ 直角 三角形 が 出 て き た とき は 、

外接円 の 利用 も 頭 に 入れ ておきたい 」
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(I) 求める 表面積 は 、
合同な

三角形 4 つ の 和 である 。

その 1つ △ ACF で考える 。

△ ACF は AF = AC の 二等辺三角形 ft

AF = ABFBILTL = 5 5 - V5

IFC = ITTO = 2F

AR = AFTER =ZiS
、 y

C

2「5

△ ACF = FC × AR × I
表面積 = △ ACF × 4

= 2な × V5 × I = 10 cm
2

=進/

(2) A
☒ AP = PC ( 1つが AC の 中点 )

-

5
AP = PQ ( 仮定 ) より

ニ さ
3点 A .

Q
.
C は 同 一円周上

Q •
11

・ P
にある ことが わかる 。

二
の AC が 直径 なので △ AQC は

< AQC = 90
°
の 直角 三角形 。F 、

zr
IC

( く FQC = 98 )

A
/T 5 左の 2つ 直再三再形 の

✗ 5一つ( QC の 長さが 等しい
Q
で "

I

c F
、

2な 4 等式 を作る 。 一△続き



A
/T 5

Q

つ( 5.x
'

Q
で "

I

c
F
、

2な 4 1 つ の 長 さ を

2通り で表し 、

Aに AQ
2

= QC = FE QF
2 立式して 求める 5

25 一つ(
2
= QC

2
= 2 0 - ( 5- x )

2

25 -N = 20 - ( 25 - 10 つけつ( 2 )

25/2=20-25 +10が✗2

つ( = 3 AQ = 3 cm
-

(3) 四面体 AH PQ の 体積

四面体 HACF

= 直方体 一 三角錐 A - HEF × 4

= Fi ×T ×T
10な

- ( ATxt × T × j ) × 4 =

y

A 底面 を △ ACF と 考えると
「

3 ニ 底辺 比 から 面積 比 は

• P △ AQPi △ PQC : △ FQC = 1.5為
Q ・シ =

2
= 3 = 3 : 4

F
'

C i 四面体 AH PQ = 四面体 HACF ✗ も
㟽億歳×


